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金綱善恭*・坂東忠司.. 平野 賓先生のご逝去を悼む

Yoshiyasu Kanetsuna and Tadashi Bando: Dr. Minoru H江叩o (1910-1994) 

tn memonam. 

を求めて九ナ|川、ら北海道に至る平地や山岳地帯を|設な

く踏破され，細心の注意を払って水質を分析し，議類

と溶存する化学物質との関連を研究されました。その

労作は 1955-1960年にわたってラテン語で Flora

Desmidiarum Japonicarum， nos. 1-7.にまとめられ， 1961 

年日本産つづみも類誌により理学博士の学位を得られ

たわけです。この論文は図版54枚と膨大な水質分析の

資料によるもので，未だその例がみられなかったもの

でした。日本の国力の発展に伴い，海外への探査もさ

かんにな ってきましたが，その結果得られたネパー

ル，アフガニスタン，プータン，カラコルム，タイか

ら南極，アラスカなどの藻類も手がけられました。

第2J羽は京都大学退官近くから梅花短期大学の 15

年間 (1970-1984)で鼓藻以外に藍藻と珪藻の論文を

日本藻類学会設立の発起人の一人で，淡水藻とくに かなり出しておられます。これらの報文中には藤女子

鼓淡の研究において偉大な足跡を残された京都大学名 大学教授岩城主t江氏と共著で北海道の珪藻を研究され

誉教授 元梅花短期大学教授平野'tl先生は去る平成 6 たものが多数含まれています。この間に出版された日

年9月 l日午後5時 11分長岡京市の病院でパーキンソ 本淡水生物学 (1973)，日本淡水深図鑑 (1977)には先

ン病のため 84才の生涯を閉じられました。 生が鼓藻類を執筆しておられ，中でも後者は Flora

先生は 1910年 6月2日 (明治43年)三重県津市の D巴smidiarumJaponicarumの日本語版であり，鼓藻研究

お生まれで，旧制松山高等学校を経て 1934年京都帝国 者にとって武重なものとなりました。前期に引き続い

大学理学部植物学科に入学されました。1937年3月卒 てヒマラヤ，カンボジア，ボルネオ，メソポタミアな

業，翌4月に剥手，次いで大学院特別研究生の後，助 どの海外の謀類を手掛けられました。

手，助教授を歴任され， 1965年教授， 1974年定年退官， 第 3J明は退職されてからご逝去までの 10年間

1975年より梅花短期大学教授属託教授を最後に 1984 (1985-1994)です。 ご家庭で研究されましたが，お身

年退職されました。 体のご様子は手紙などに手の震えが伺われ，年の経過

先生が研究で最も力を注がれたのは鼓藻類ですが， と共に歩行のご不自由さが目立ち，パーキ ンソン病の

後年に藍藻や珪藻類の分野にも及びました。先生のご 症状が進んでまいりました。しかし，先生は 1985年か

研究は次の 3期に分けられるように思います。 らご逝去までの約 10年間，淡水藻類写真集に数多く執

第 l期は京都大学l時代の大部分で 33年間 (1937・ 筆されました。病の進行のため図 l枚画かれるのにも

1969)は鼓藻類を主に研究された時代です。当初は 10 相当のご苦労があったと思われますが， 1992年に

年先輩の岡田喜一先生が手をつけられたばかりでわが Desmids from Thailand and Malaysia (100頁51図版)の

国での研究の初期でした。園内での文献はもちろん殆 論文をも出されました。これは先生ご自身が採集され

どなく，外国文献の入手も困放な時であったため，先 たものだけに気がかりになっておられたのでしょう o

~Iミ は West父子による英国産鼓深の 5 1l1t を半年かかつて ご逝去になる前でも意識がはっきりしておられるl時は

手自きしたと言っておられました。これはほんの一例 「やり残した仕事があるjと奥様に言い続けておられ

で，当時は今と違って文献の複写にも大変な苦労が たということです。

いった時代でした。採集にあたっては池沼，湿原地帯 先生は身長 164cm，体重48Kgの痩せ型で物静かな
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方でした。普段大きいお声は出されず淡々として話を

されました。また，健脚で山岳地帯を歩き山深きひな

びた温泉をこよなく愛され，研究の合間にはバッハな

どの曲を聞いておられたそうです。枠にはめられる生

活はお嫌いで自由な生き方を好まれ，食べる位の給料

はいただいているから好きなことのできる境遇に満足

だと言っておられました。瓢瓢乎という言葉が本当に

あてはまる方でした。

先生は地方で催される小・中・高校の教員対象の淡

水生物の講習会にも気軽に出かけられました。飾らな

い誠実なご性格は，これを機に全図的に多数の鼓藻愛

好家を生むことになりました。筆者の一人である金網

も先生に教えを乞うて40有余年，淡水藻写真集にも共

著で執筆させて戴いたことは望外の果報というほかは

ありません。

ここにありし日の先生を偲び，心からご冥福をお祈

り申し上げます。

(・干 603京都市北区小山初音町干 612京都市伏見区

深草藤森町 1番地京都教育大学生物)
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